

















皮を砂糖煮, マーマレー ド, ジュ ー ス, ぽん酢,













2002年における全国のュ ズ栽培状況 ( 第 l
表 ) は, 農林水産省生産局果樹花き課の資料に
よ る と ,ユズは宮城県から鹿児島県までの38府
県で栽培されている。 全国の収種量は16,860 t
で, うち高知県は7,525tで全国の44.6% , 徳 島
県は3,580 tで全国の21.2% を占める。 この四
国の2県はュズの大産地で, 全国の6割を超す
収穫量をも っ。収種量日本一の高知県では, 早
期出荷のためのハウ ス栽培, 低温貯蔵庫, 果実
着色のためのェチレン処理などの設備や技術が





0.1% ,  福島県が41.5tで全体の0.2% と極めて
少ないものの, 唐桑'),気仙沼, 村田, 柴田, 大
河原,亘理,角田, 山 元, 丸森, 福 島 市 な ど で
は小規模な産地を形成して販売も行つている。
そこで本研究では,①北限の各ユズ産地が
ど の よ う に 形 成 さ れ た の か と い う こ と , ② 各
産地の栽培と市場の現況を明らかにすること,
③ 各 産 地 の ① と ② の 特 徴 を 類 型 化 す る こ
とを目的とする。構成の順序は始めに③を示





111軒(唐桑1,気仙沼9, 村 田 1 8 , 柴 田 3 , 大
河原25 ,亘理15 ,角田5,山元7,丸森22 ,福
北限のュズ産地における産地形成過程と生産流通描造 2 l




2, 大河原3, 亘理3, 角田3, 山元4, 丸森4, 福
島市3)からの情報を得た。以下ではこの調査結
果と新間記事を多用して分析を進める。


























































































































単 位 : t , 割 合 : %
ll. 北限のユズ産地の類型化








く 前 者 の A と B の 双 方 に よ る 場 合 は C と し ,
さらに市場が安定している場合は①, 市場に
乏 し い 場 合 は ② と し た 。 なぉ栽培は全産地と
も成立しているので区分はしない。
これに基づいて北限のュ ズ10産地を類型化





沼市の2産地,C一① タ イ プ に 該 当 す る の は 村
田町と柴田町の2産地であった。









B :  行政または農協 ① 安 定 大河原町,丸森町
② 乏 し ぃ 11ti集町,気仙沼市
















培を開始した。 ユズに関する組合はなく , また
農協への共同出荷も行つていない。 そのため



























豆腐を利用したぉ菓子づくりについて」 と い う
テーマ で 野 菜 ま ん じ ゅ う や ホ ウ レ ン 草 の レ ア











生き大賞」(以下,活き生き大賞)という コ ンク ー











す る こ と に よ っ て一度購入した人が製作者に問
い合わせて再び購入するケー スも日立つてきて
北限のュズ産地における産地形成過程と生産流通糊造 23
第 3-1 表  A一① タイプのュ ズ産地の形成と栽培農家, 製品加工者の動向
産地名 重理町 山元町 細島市
農家器-号 A B c A B c D A B c
導
入
自生ユズの有無 有 有 有 有 有 有 行 有 有
械l湖年 1975年11「i 200l 1970 l98l l970 l970
統田当初の般培本数(本) 20 2 50
桑園
30̃40 1 l






















































の 子 , そ
の夫
段業経験など 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有
主な般増技術の習ll1l先 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学
他産地の視察 有



































1 2 月 中
句 : わ ら
を数いて
防寒対策
販売する ュ ズ 黄実 i'f実,黄
実















































お 」 く ま
.1;・れあぃ
セ ン タ ー
お お く ま
ふ れ あ い
セ ン タ ー
自店, お
お く ま ふ
れあいセ
ン タ ー ,
町内のお
繁 り な ど
お お く ま
ふ れ あ い
センター,





市場の1ll【:定・イ'1li定 安定 安定 安定 不安定 安定 安定 1l1定 安:定 安定 安定
間き取り調査により作成
24









で育てた野菜, ジ ャ ム, パン, 菓子,惣菜など
の様々な 製 品 を 自 由 に 販 売 す る こ と が で き

































タ ー を利用してュズ湯を製造し始め, それは推
進協議会と消費生活友の会が主催していたまご
ころ市や仙台駅内の菓子店などで販売してい










ら に 200l年には2本, 2005年1月には1本を
畑に植樹した(写真1)。 そのため現在は8本が
あ る。 裁培には手をかけず, 植木職人に庭木を
剪 定 し て も ら う 際, ユズの木も一緒に剪定して
も ら う 。
B氏も加工品での販売に力を入れている。 B
氏は加工品をっ くる主婦仲間が集まって結成し
た 「ひ な ぎ く 会」 の会員でもあり, その活動を
通して加工技術を高めていった。1998年には自
宅に小さな加工場(写真2)を設け, 演物やュズ
マ ーマレー ド, ユズ湯(写真3)などを造つてい
北限のュ ズ産地における産地形成過程と生産流通描造 25
る。 ユズ加工品をっ くるきっかけは, 生果では
安価でしか売れないことから自分の得意な加工
品での販売を始めようと考えたためである。 ユ
ズ湯は1989年から, ユズマーマ レ ー ドは1999
年 か ら 製 造 し て い る。 加工品はふれあいセン
タ ーで販売するが,一度購入した人が B氏のも
と へ連絡をよこし, 個人的に販売するケ ー スも
増えている。




















か け な い が, 加工技術を持つ熱心な主婦が独学








a _ 産地形成の歴史_ お お だ ぃ ら や ま で ら 望'せ























































は亘理町のふ れ あ い セ ン タ ー と町内のA-coop













で も あ り , そのリ ー ダ一的な役割も担つている。
この会で造る製品にはイチゴ, ニンジン, カ ボ













の農家での栽培は成立している。 市場は, A 氏
のように出荷先はあるものの, その市場での価
格が安価なため栽培意欲が減退している農家も


















































う。 A 氏には県内や宮城県に多くのリピー タ ー
が お り, 毎年収種時期には電話での注文が殺到
する。





















北各地に 多 く の リ ピータ ーがついてぉり, 毎年
収種時期には電話での注文が殺到する。
以上,福島市では1960年代前半頃から個々の




































2 回, 11月上旬̃12月の収種, 1 2̃2月の肥料
撒 き , 剪 定 , と げ 落 と し , 誘引である。 A氏は
減農薬を心がけているため消毒は最低限度の量
第 3-2 表  A一② タイプのュ ズ産地の形
栽培農家の動向
産地名 角田市
農家番号 A B c
導
入
自生ユズの有無 有 有 有
抽樹年 1983 1983 1989
































農業経験など 有 有 有
主な裁培技術の習得先 独学 独学 独学
他産地の視察




























わ ら を 数
く , 5 月






































































































裁培に関しては草メl 1 りを行う程度で, 他の手
入れは行つていない。 C氏は剪定を行つた方が























( l )  大河原町の事例
a. 産地形成の歴史





た こ と に よ る。 その後, 当町役場と大河原農業
改良普及センタ ーでは, 当地区の耕作放棄地の






した。事 業 を 進 め る に あ た っ て は, 宮城県の





玉県などのュズ産地の視察である。 こ の よ う な
視察会や勉強会を短期間で行つた後, 同普及セ




















を み て l 級 品,2級品, 規格外品の3つに選別す
る。 そのュ ズは, 仙南農協の前身である柴田町
農業協同組合(以下,柴田農協)を通して束京









第 3-3 表  B一① タイプのュ ズ産地の形成と栽培農家の動向
産地名 大河原町 丸森町








ニュ ー フルーツ里づく り推進
事業
事業開始年 1986 1991







































植樹年 l986 l986 1986 1992 l992 l992 1992























結実年 1990 1997 l997 2000 1997
植樹から結実までの年数 4 5 5 8 5





誘引 3̃4 月 有
肥料まき
4 , 1 1 月
中句
5 , 9 月 12月下句 6,8,12月 12月:期
1糞
剪定
1 月 12月中旬 3 ̃ 4 月 5 年 に 一
度
車メ11l り 5 , 9 月 7 月 7 , 9 月 適宜 5 ̃ 6 月 5,7,10月 3,8,l0月
収種
10月下旬
̃ 1 l 月
中旬
10月下旬
̃ 1 2 月
中旬
11月中旬
̃ 1 2 月
下旬
10月下旬
̃ l 1 月
上旬
11月中旬
̃ 1 2 月
中旬
10月下句




その他 間伐 雪囲い 支柱立て
4 ̃ 5 月 :
と げ 落 と









単 価 ( 1 個 ) ( 円 ) 30
その他















































業は1月に剪定,4月に肥料撤き , 5 月 と 9 月 に
草刈り,10月下旬̃11月中旬に収種を行い, 収
種後に肥料撒きを行う 。 収穫したュ ズは毎週日
曜日に B氏の作業場へ持ち込み, 選別作業を行
つ o










































は な い か と 考 え た こ と に よ る 。  当協議会では検
討の末, 桑園の跡地利用としてュ ズを植樹する













に実施し, 土壞づくりを行つた。 その後, 丸森
農協では新潟県の苗木業者から極が無く果汁の









































































































































つ く り た い と 考 え, この旨を行政に持ちかけた
ことによる。気仙沼農協と行政では検討した結
果,ユズの植樹を決定した。事業資金は宮城県
のニュ ー フルー ツ里づく り推進事業の補助金を
利用した。
事業決定後は気仙沼農協がュズ栽培希望者を
募 り , 3軒の農家から の協力があった。 植樹は
1987年に全体で約0.5haの農地に行われた。植
樹後は気仙沼農業改良普及センター (現, 本吉



















ら に 10年間は成長を促進させるため, 春に化学
肥料を与えた。 1997年には収穫が可能となっ
た。植樹当初は150本あったが,防寒対策を行つ
て も 凍 害 で 枯 れ て し ま う 木 も あ り , 現 在 は 約












































植樹年 1987 1990 1987 1987 2002
植樹当初の栽
培本数(本)
150 240 120 480 18



































剪定 10̃2 月 1̃2 月 1 ̃ 3 月













気 仙 沼 市
場, 地元の


































に行う。主な作業は5,8,10月に草メl1l り , 1 0 月
̃12月上旬に収種, 収 穫 と と も に 2月頃まで剪



















そと: f た け ま 1) り だ て  よ う が い
気仙沼市では離島大島の外畑,理舘, 要 害,









































































































栽培はC氏とその妻(55歳), 子 ( 2 5 歳 ) が














材 を 依 頼 さ れ る こ と も あ る が, 妻が自ら取材の
申し込みをすることもある。報道後には電話注
文が殺到するため, メディアによる宣伝効果は






知 つ て も ら ぉ う と 自 ら 販 路 開 拓 に 挑 戦 し て い
る。まず2002年には島内のュズを使用した ュ ズ
味晴, ユズ薬味(写真28), ユズ茶, ユ ズ シ ャ ー
べ ツトなどの加工品を自らつくり , 自店でのメ
ニュ ー として取り入れた。 これに加えて,2003
年からは前述の加工品や青果を岩手県江刺市
(現, 奥州市)や北上市などでの道の駅での販売
も開始した。さ ら に 2004年には市内の醤油醸造
業者と共同で 「ユズポン酢」 を開発し, 販売も
開始した。消費者と直に接して販売することで,
少しずっではあるが, 気仙沼市のュズの存在が
周 知 さ れ て き た と い う 。 今後も自分の得意な加
工品づくりで, 当市のュ ズの新たな販路拡大に
貢献したいと考えている。














た が, 土地選定の不備で冬季の凍害や, 市場に
出荷しても安価でまとまった収入に結びっか な
いため裁培をやめる農家が多い。そ れ で も B 氏
や C氏は南三陸農協への出荷を継続している。


















こ と と 実 際 にュ ズを栽培し販売まで手がけてい
る 人 が い た こ と か ら, 当町のュ ズ栽培を拡大さ
せることに決定した。事業を進めるにあたって
は, 宮城県のニュ ー フルー ツ里づくり推進事業



































有農業経験など 有 有 有 有 有
導
入
自生ユズの有無 有 有 有 有 有
植樹年 1997 1997 l997 1999 l970年代後半 1970年代後半
植樹当初の裁增本数(本) 50 l00 50 5
植樹場所 自宅裏の
畑 , 庭







防風・ 防寒対策 l 2̃3 月 中
旬:木の幹を
わ ら で 囲 う
結実年 2002 2003 2003
l直樹から結実までの年数 5 6 4






肥料撤き 2 月 2̃3 月 3 月 上 旬 : 鶏
英, 化学肥料
1 2 月 : 化 学
肥料
3 月 7 月
剪定 有 1̃2 月 l 2 月
草刈り 5月下旬,7月




6 , 8 , l 0 月 下
句
6 ,9月 6 ,8月
収種 9 月 : 背 実 ,
12月:黄実
11̃12月 1 1 ̃ 1 2 月 下
旬
8 月 下 句 ̃ 9
月 上 句 : 背
実, 1 l 月 : 黄
実
1 1 月  中 句
̃12月下句
1 1 月 上 旬
̃12月中旬
















ン ト , ホ ー ム









流 セ ン タ ー

















































展開し,2001年にはュズアイスとシャ ーベ ッ ト
の開発を仙台市泉区のアイスクリーム製造業者
に委託した。 これらは後に製品化(写真29)さ











































2L̃ S までは大河原, 岩沼の市場と交流セン
タ ーへ, 2 S は村田農協を通して2003年より大
河原の味晴醤油醸造業者へ出荷している。














こ と と, テレビで放送される ュズ産地に触発さ





は B 氏 と そ の 妻 ( 7 0 歳 ) が 行 う 。 主 な 作 業 は 2





















は結びっい て い な いのが現状である。
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以上, 村田町ではA氏や B 氏 の よ う に 古 く




























する動きが起こり, 農家の協力を得て ュ ズ栽培
の拡大が図られた。 この事業名やその詳細はわ





















































1970年代初めからは仙台,大河原, 角田, 白 石
市場などへの出荷に切り替えた。
県内市場へ出荷して数年が経過すると, 当町
のュズの存在が知られるようになり, さ ら に 県
内の新聞社からの取材も来るようになった。 こ









て も ら う 。栽培技術はA氏が独学で習得した。
主な作業は3月の肥料撒き , 6月と9月の草刈
り,11月中旬̃12月下旬の収穫である。収種し






A氏には県内各地や 福 島 県 な ど に 多 く の リ














写真1 B氏のュズ木 写真2 B氏の自宅加工場 写真3 B氏の製造するュズ湯
(2005.11 .19撮影) (2005.8.17撮影) (2005.11 .19撮影)
写真4 B氏のュズ畑 写真5 B氏の出荷する青実ユズ写真6 [ )氏の製造するュズ製品
(2006.1 .9撮影) (2005.10.9撮影) (2006.1 .9撮影)
写真7組合の化粧箱 写 真 8 農 協 禁 での販売 写 真 9 B 氏 のュズ畑
(2004 .12.26撮影) (2004.11 .13撮影) (2004 .12.26撮影)
写真10 C氏の冬季防寒対策 写真11 c氏の収種したュズ 写真12 c氏のュズ選別場











,二,f f ) '
,0 , i f 1 ス  -







写真16 町内のイベントでの販売 写真17 B氏のュズ畑
(2004.11 .13撮影) (2004.11.19撮影)
A 4 - °・'、_ 解 '1 ・、:,__
写真19A氏のユズ畑
(2005.10 .9撮影)
?'1 . 1 - l ・-'1 ' _ 1 ・・













_・ , _ ' 'M





























写 真 3 4 B 氏 のュズ畑
(2003.12.16撮影)
(2005.9.10撮影)
- ' 、: 、























る が, A氏は自宅や菊人形祭での販売, ホ ーム
ペー ジでの全国販売など, B氏は自宅, 菊人形
祭, 農協祭での販売, 町観光商工課への販売な
どを行つている。 いずれの農家も安定した市場
を持つており,多くのリピータ ー も っいている。
lV. おわりに
本研究では, 北 限 のュズ産地の産地形成過程
















と い う 点 か ら一般的な傾向を類型化すると, ①
産地形成主体は個々の農家で安定した市場を持









目 す る と, 村田, 柴田, 大河原,亘理, 山元, 丸
森, 福島市の7産地は安定した市場を持つてい
る。柴田, 大河原, 山元,福島市の4産地は個々
の生産者の活動によるもの, 村田, 亘 理, 丸 森
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町の頭造会社 地元産ユズ, ウ メ な ど 使 用.
河北新報(2005.7.27朝刊):土産土法の理念が生んだ






「気仙沼市」 と な っ た が,調査時点(2005年8月)では
合併以前のため, 唐集町として単独で分析を行う。
2) 加工グループはジャム,調味料,惣菜, t黄物 , 飲 食
関係などの部門に分かれている。_ し も'i だ
3) 悠理館は1994年4月1日に旦理町下茨田に設立し







5) ふ れ あ い セ ン タ ーへの年間登録費は1,000円。
6) 果実の出荷基準は,3L(直径7.5̃ 8.0 c m , 1 個 あ た
りの重量が100g以上) , 2 L ( 同 6 . 5 ̃ 7.5cm, 同75
̃ l00 g), L(同6.0̃6.5cm, 同60̃65g), M ( 同 5.5
̃6.0 cm,同50̃55g) ,S (同4.5̃5.5cm,同40̃45








ス ト ラ ン, 股産加工室, 体験学習室などがある。
9) 物産交流センターへの入込数は, 1998年は7l,900
人, その後一時滅少するが2000年以降は100,000人を
超 え , 年々增加している。
北限のュズ産地における産地形成過程と生産流通描造 5,
